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キャラクタリスティックス法に基づく2次元燃料集合体計算コードGALAXYに一般化摂動論を用いた感度

解析機能を導入した。実効増倍率、反応度価値、反応率比について、一般化摂動論に基づく感度解析を実

施し、直接法に基づく結果と比較することでその妥当性を確認した。 

キーワード：GALAXY、一般化摂動論、感度解析、キャラクタリスティックス法 

1. 緒言 キャラクタリスティックス法に基づく格子計算コードGALAXYに一般化摂動論を用いた感度係数

機能を導入した。核設計コードの計算手法を用いて、非均質体系において輸送理論に基づく感度解析[1]を

可能とした。 

2. 計算手法 一般化摂動論に基づく実効増倍率(Sk)、反応度価値(Sρ)、反応率比(SR)の感度係数はそれぞれ

(1)、(2)、(3)式を用いで計算する。制御棒価値のように断面積変化量が大きい場合、一般化摂動論では十分

な精度が得られないことから、反応度(ρ=1/keff-1/keff’)から(1)式の関係を用いて感度係数を求める方法を用

いる[2]。(3)式で用いる一般化随伴角度中性子束Γ*はノイマン級数法[1]に基づいて算出し、(1),(3)式中の角

度依存性は 3 次までの球面調和関数に展開して取り扱う。 

 
 
 
 
ここで、角度中性子束φ、随伴角度中性子束φ*はそれぞれ (4)、(5)式を解いて得られるものである。 

 

3. 検証 一般化摂動論より求めた感度係数と直接法により算出したものを比較した。ウラン集合体におけ

る結果の一例を以下に示す。図 1,2 から分かるように直接法で求めた感度係数と良好な一致を示すことを確

認した。 

 

 

 

 

 

 

 

4. まとめ GALAXY コードに実効増倍率、反応度価値、反応率比の感度係数機能を導入した。今後、核

データの共分散データを用いた核データの不確かさに起因する核パラメータの不確かさ評価等への適用を

検討予定。 
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図 1 U238 の実効断面積変化に対する kinfの感度係数  図 2 U238 の実効断面積変化に対する等温度係数の感度係数 
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